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吉田英樹

東京ガス株式会社、商品開発部 SOFCプロジェクトグループ。

干116圃0003 東京都荒川区南千住3圃13同1

毎年アメリカで開催されるFCSenrinarの第35回目大

会が、 2011年10月31日から11月3日の4日間、フロリダ州

オーランドで行われた。この会議は1976年に始まり、毎

年 (1983年から2∞2年までは2年毎)アメリカで開催さ
れており、燃料電池・水素関連専門の学会としては最大

規模である。今回の登録者は約20カ国から11α路であり、

以前よりは減少傾向にある。しかし、日本からも数多く

の参加者及び発表者がおり、内外の関心の高さが伺えた。

4日間の学会期間の内、初日はテクニカルツアーに割り

当てられ、実際に発表が行われたのは11月1日から3日の

3日間である。初日のテクニカノレツアーで、は日oridaSolar 

Ene耶 TCenterと10MW太陽光発電設備の見学が行われ

た。日oridaSolar Energy Cerr町は1975年に設立され、太

陽光や太陽熱利用技術の研究だけでなく、空調等の高効

率住宅設備や、水素・燃料電池関連技術の基礎研究も行

っている。太陽光発電設備は、ケネディー宇宙センター

のすぐ側で、 FPL(日oridaPower & Light Company);ò~実

証運転を行っている設備であり、 13，αm枚のパネルで、

10MWの発電能力がある。

3日間の学会発表期間では毎日、大会場での基調講演か

ら始まり、その後4つの小会場に別れてのテクニカルセッ

ションが続く構成である。今回の大会において、プラグ

パワー社のh也恒nCorl樹氏と産業技術総合研究所の横

川氏が2011FC Senrinar Awardを受賞し、発表は両氏の

基調講演から開始された。その他基調講演では、 DOEや

Julich等の政府系機関による各国での燃料電池関連助成

事業の概要報告や、通信会社等の燃料電池ユーザーにお

ける取り組み状況説明や、 H2Gen Innovations等の水素

関連企業による水素技術の将来性検討結果報告が行われ

た。

テクニカルセッションは4分野から構成され、各分野の

発表件数を表1~こ示す。発表件数の内、 7割を北米の企業

や団体で占めており、残り3割がEU諸国・日本・韓国・

豪州、|である。参加者・発表内容共に非常に北米色の強い

学会に感じる。特に興味深かった報告を2点紹介する。
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【DOE】

初日の基調講演において、 DOEプログラムマネージャ

で、あるSatyapal氏からフ。ログラムの概要報告が行われた。

太陽光や風力発電関連予算が増額された一方で、 2011年

の水素・燃料電池開発予算は、 2010年に対し約必%減の

98∞万ドノレとなり、 2012年もほぼ同額の要求予定である。

また、国産石炭を用いた高効率発電とCU2回収を目的と

するSECAプログラムに対しては、 2012年に完全廃止が

予定されていたが、 25∞万ド、ルの予算が計上されるとい

う結果に落ち着いている。ここ数年米国では、太陽光・

風力・地熱等の再生エネルギーやEV.PHV技術に対す

る助成は増額される一方、水素・燃料電池関連への助成

は先細りの傾向にあったが、シエールガス開発による天

然ガス価格下落という追い風もあり、燃料電池産業が盛

り返し始めてきたように感じる。

DOE助成事業の成果としては、量産時(年産50万台想

定)の自動車用燃料電池システムコストを$49/kWにまで

低減できており、 2017年の目標で、ある$3ωr..W~こ近づ、きつ

つある。また米国内において、補助電源用として2∞台

で引)()kW、フォークリフト用として3(削台の燃料電池シ

ステム普及に貢献している。

【S廿a飴gicAnalysis Inc.の註切除dT，配:hnologiJ邸Inc汀

S回 tegicAnalysisのBrianJam郎氏より、定置用PEFC

システムのコスト分析に関する報告があった。このプロ

ジェクトはDOEとの契約の下、DTI仙町飴dTechnoll噂白

Inc.)が請け負ったが、 2011年6月にDTIがS仕a飴厚C

Analy:司sに吸収合併されている。今回の試算では、天然

ガス駆動のコージェネレーションシステムを前提に、

1kW'"" 1∞ikWシステムの量産規模ごとのコス ト内訳を

算出している。ただし、発電部分のコスト試算のみであ

り、貯官易部分は試算に含まれていなし 10

システムのコストを見ると(図1.)、 1kWシステムで

は年産5万台でトータル'$75α)/kWであり、その内の6割程

度を補機類が占めるとしづ結果である。 1∞ikWシステム

になると、年産5万台でトータル8段跳Wであり、やはり

5割程度を補機類が占める。補機類の中でもガスコンプレ

ッサーの割合がν'3f呈度を占め、突出して高い点が興味深

い。パーツ毎の量産効果及び発電容量影響を比較すると、

スタックや燃料処理器は量産効果の影響が大きいのに対

し、補機類や組立コストは発電容量の影響が大きし対頃向

にある。これは、スタックや燃料処理器は量産化による
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低コスト化が期待できるのに対し、補機類はシステム大

容量化が有効であることを意味し、特に家庭用などの小

容量システムのコスト低減には スタックや燃料処理器

の稼動条件ロバスト化等による、補機の点数削減や簡素

化が重要であると感じる。なお今後は、 SOFCや高温型

PEM:システムに対しても同様の試算を行っていくとの

ことであり、どのような結果が出てくるか注目に値する。
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図1. 1kWと1∞ikWシステムのコス ト内訳[1]

今学会のオーラル及び、ポスター発表の内容に関しては、

Fuel Cell Senrinarのホームページに公表されている凶。

また次回は、 2012年11月5日'""8日、コネチカット川|アン

キャスビルで開催予定である。
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